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        No. 2489
2019 年 8 月 5 日

【
う
ら
へ
続
く
】

　

日
本
全
土
が
梅
雨
明
け

（
８
月
２
日
）。「
や
っ
と
明

け
た
」「
一
気
に
厳
し
い
暑

さ
、危
険
な
暑
さ
だ
」「
体

が
つ
い
て
い
か
な
い
」「
こ

ん
な
暑
い
と
き
に
本
当
に

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
る

の
？
」「
こ
ま
め
な
水
分
補

給
な
ど
熱
中
症
対
策
が
必

要
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

福
島
第
二
原
発
全
４
基

の
廃
炉
が
確
定
（
７
月
30

日
）。「
今
ご
ろ
廃
炉
決
定

日本共産党創立 97 周年記念講演会

　　　8 月 8日（木）19：00開始
　　なかの ZERO ホール（中野駅南口徒歩 8分）

　　記念講演
　　　　志位和夫（日本共産党委員長）
　　　　テーマ
　　　　「共闘の 4年間と野党連合政権への道」

　

核
兵
器
を
違
法
化
す
る

核
兵
器
禁
止
条
約
が
国
連

で
採
択
さ
れ
て
か
ら
２
年
、

原
水
爆
禁
止
２
０
１
９
世

界
大
会
が
３
日
、
国
際
会

議
（
広
島
）
を
皮
切
り
に

始
ま
り
ま
す
。
28
日
に
は

博
多
市
で
科
学
者
集
会
が

開
か
れ
、
全
国
か
ら
１
０

０
人
が
参
加
。
核
兵
器
廃

絶
と
平
和
を
め
ぐ
り
報
告

と
討
論
が
お
こ
な
わ
れ
ま

原
水
爆
禁
止
２
０
１
９
世
界
大
会

核
兵
器
の
な
い
世
界
へ

  

地
球
規
模
の
共
同
発
展
へ

し
た
。

　

核
兵
器
禁
止
条
約
は
現

在
ま
で
70
カ
国
が
調
印
し

24
カ
国
が
批
准
。
核
保
有

国
や
同
盟
国
で
も
参
加
を

求
め
る
動
き
が
広
が
る
一

方
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ

る
イ
ラ
ン
核
合
意
離
脱
や

中
距
離
核
戦
力
全
廃
条
約

離
脱
な
ど
逆
流
も
生
ま
れ

て
い
ま
す
。
安
倍
政
権
は

核
兵
器
禁
止
条
約
に
背
を

向
け
、
９
条
改
憲
・「
戦
争

す
る
国
」
に
つ
き
進
も
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

核
兵
器
固
執
勢
力
の
動

き
に
対
抗
し
て
進
め
ら
れ

て
い
る
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国

際
署
名
」
は
日
本
だ
け
で

１
１
３
５
人
の
自
治
体
首

長
を
含
む
９
４
１
万
人
が

署
名
。
核
兵
器
禁
止
条
約

へ
日
本
政
府
の
参
加
を
求

め
る
自
治
体
の
意
見
書
は

４
０
６
に
広
が
っ
て
い
ま

す
。

　

大
会
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア

な
ど
政
府
代
表
は
じ
め
、

各
国
の
反
核
・
平
和
運
動

の
代
表
が
参
加
し
て
交

流
・
討
論
。
核
兵
器
廃
絶

に
向
け
た
新
た
な
展
望
を

示
し
、
地
球
規
模
の
共
同

を
発
展
さ
せ
る
大
会
と
し

て
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。

対
韓
輸
出
規
制
拡
大
の

閣
議
決
定
の
撤
回
を
求
め
る

　
　
　
　
　
日
本
共
産
党
・
志
位
委
員
長
が
談
話

　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
１
９
年
８
月
２
日

一
、
安
倍
政
権
は
、
本
日
、

輸
出
管
理
の
手
続
き
簡
略

化
の
優
遇
措
置
の
対
象
国

（「
ホ
ワ
イ
ト
国
」）か
ら
韓

の
解
決
の
手
段
と
し
て
貿

易
問
題
を
使
う
と
い
う
、

政
経
分
離
の
原
則
に
反
す

る
道
理
の
な
い
も
の
で
あ

る
。

　

わ
が
党
の
警
告
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
安
倍
政
権
が

閣
議
決
定
を
強
行
し
た
こ

と
は
、
き
わ
め
て
遺
憾
で

あ
る
。

一
、
半
導
体
の
原
材
料
な

ど
の
輸
出
規
制
に
続
く
今

回
の
措
置
が
、
日
韓
関
係

に
深
刻
か
つ
重
大
な
悪
影

響
を
与
え
る
こ
と
が
強
く

懸
念
さ
れ
る
。

　

わ
が
党
は
、
安
倍
政
権

に
対
し
、
政
令
改
正
の
決

定
を
撤
回
し
、
韓
国
政
府

と
の
冷
静
な
話
し
合
い
に

よ
り
、
事
態
の
解
決
を
は

か
る
こ
と
を
、
強
く
求
め

る
。

国
を
除
外
す
る
政
令
改
正

の
閣
議
決
定
を
行
っ
た
。

こ
の
決
定
は
、「
徴
用
工
」

問
題
と
い
う
政
治
的
紛
争

と
は
遅
い
」「
40
年
以
上
か

か
る
と
い
う
」「
敷
地
内
に

使
用
済
み
核
燃
料
の
一
時

保
管
施
設
を
新
設
す
る
」

「
内
堀
知
事
は
核
燃
料
の

県
外
搬
出
を
前
提
に
受
け

入
れ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

最
低
賃
金
の
改
定
。「
全

国
平
均
27
円
ア
ッ
プ
の

９
０
１
円
に
と
ど
ま
っ

た
」「
地
域
格
差
が
広
が
っ

た
。
全
国
知
事
会
は
全
国

一
律
を
求
め
て
い
る
」「
米

国
や
韓
国
、
Ｅ
Ｕ
は
全
国

一
律
、
大
幅
ア
ッ
プ
、
日

本
は
周
回
遅
れ
だ
」「
中
小

企
業
へ
の
支
援
拡
大
が
必

要
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

８
月
も
値
上
げ
ラ
ッ

シ
ュ
。
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
が

ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
、
野
菜

ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を
４
～

５
％
、
永
谷
園
は
即
席
み

そ
汁
、総
菜
、ホ
ッ
ト
ケ
ー

キ
な
ど
を
５
～
10
％
、
ピ

エ
ト
ロ
も
、
ド
レ
ッ
シ
ン
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

グ
12
品
目
を
６
～
８
％
程

度
値
上
げ
。「
消
費
税
増
税

前
の
駆
け
込
み
値
上
げ

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

７
ｐ
ａ
ｙ
が
廃
止
に
。

「
サ
ー
ビ
ス
開
始
か
ら

１
ヵ
月
で
廃
止
を
表
明
し

た
」「
２
段
階
認
証
を
し
て

い
な
か
っ
た
」「
ス
マ
ホ
決

済
な
ど
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化
は
高
率
の
還
元
な
ど
で

の
獲
得
合
戦
が
加
熱
し
て

い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

小
惑
星
が
地
球
と
ニ
ア

ミ
ス
。「
直
径
約
１
３
０
㍍

で
月
と
の
距
離
の
５
分
の

１
の
と
こ
ろ
を
７
月
25
日

に
す
り
抜
け
た
こ
と
が
29

日
に
わ
か
っ
た
」「
衝
突
し

て
い
れ
ば
東
京
都
全
域
を

壊
滅
さ
せ
る
ほ
ど
の
大
き

さ
と
の
こ
と
」「
ア
ル
マ
ゲ

ド
ン
の
映
画
を
思
い
出
し

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ア
メ
リ
カ
が
ホ
ル
ム
ズ

海
峡
問
題
に
対
し
て
有
志

連
合
へ
の
参
加
を
各
国
に

打
診
。「
日
本
に
も
要
請
し

た
」「
ド
イ
ツ
は
参
加
し
な

い
と
表
明
」「
自
衛
隊
の
派

遣
は
や
め
て
ほ
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

ヨーロッパに比べて低い
　　　家族関係社会支出

　「少子化社会対策白書」から

　

内
閣
府
の
「
少
子
化
社

会
対
策
白
書
」
２
０
１
９

年
版
に
よ
る
と
、
児
童
手

当
や
出
産
手
当
金
、
就
学

援
助
な
ど
「
家
族
関
係
社

会
支
出
」
が
各
国
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
に
占

め
る
割
合
は
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
３
・
54
％
、
フ
ラ
ン

ス
２
・
96
％
に
対
し
、
日

本
は
１
・
29
％
に
す
ぎ
ま

せ
ん
（
図
）。

　

日
本
で
は
10
年
度
に
児

童
手
当
（
当
時
は
「
子
ど

も
手
当
」）の
対
象
が
小
学

生
か
ら
中
学
生
ま
で
拡
大

し
た
も
の
の
、
12
年
に
所

　

参
院
選
で
自
、
公
、
維

の
改
憲
勢
力
は
改
憲
発
議

に
必
要
な
３
分
の
２
の
議

席
を
割
り
込
み
ま
し
た
。

10
の
１
人
区
で
野
党
統
一

候
補
が
勝
利
、
市
民
と
野

党
の
共
闘
が
与
党
を
追
い

込
む
大
き
な
力
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
れ
で
も
安
倍
首
相
は

「
少
な
く
と
も
議
論
は
行

う
べ
き
だ
。
こ
れ
が
国
民

の
審
判
だ
」
な
ど
と
、
国

民
の
審
判
を
ね
じ
ま
げ
、

改
憲
議
論
を
進
め
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
選
挙
後
の

世
論
調
査
で
も
改
憲
反
対

が
多
数
で
す
（
図
）。

　

参
院
選
の
党
首
討
論
で

志
位
委
員
長
は
、
安
倍
改

憲
の
ね
ら
い
が
米
軍
の
た

め
に
血
を
流
す
自
衛
隊
に

変
え
る
も
の
だ
と
指
摘
し

て
い
ま
し
た
が
、
ホ
ル
ム

ズ
海
峡
を
め
ぐ
っ
て
、
い

ま
「
血
の
同
盟
」
の
危
険

が
浮
上
し
て
い
ま
す
。
安

倍
首
相
の
改
憲
策
動
を
は

ね
返
し
「
９
条
守
れ
」
の

運
動
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

参
院
選

共
闘
の
力
で
改
憲
勢
力
に
痛
打

「
９
条
守
れ
」
の
運
動
を
さ
ら
に
広
げ
よ
う

得
制
限
を
導
入
。

安
倍
政
権
は
さ
ら

に
、
所
得
制
限
を

超
え
る
家
庭
へ
の

「
特
例
給
付
」（
月

５
千
円
）
も
廃
止

し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、

児
童
手
当
の
拡
充

と
支
給
対
象
の
18

歳
ま
で
の
延
長
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

欧州で熱波
　　パリ 42.6℃

仏独は原発を停止

　

欧
州
各
地
に
ア
フ
リ
カ

か
ら
の
猛
烈
な
熱
波
が
押

し
寄
せ
、
各
地
で
気
温
が

観
測
史
上
最
高
を
記
録
。

パ
リ
で
は
７
月
25
日
、42
・

６
℃
、
ド
イ
ツ
の
リ
ン
ゲ

ン
で
も
42
・
６
℃
に
達
し

ま
し
た
。

　

猛
暑
を
受
け
て
フ
ラ
ン

ス
電
力
公
社
は
同
日
ま
で

に
、
原
子
炉
２
基
を
停
止

し
た
ほ
か
、
別
の
６
基
の

出
力
を
下
げ
ま
し
た
。
原

発
で
使
用
さ
れ
て
温
ま
っ

た
冷
却
水
を
川
に
排
出
す

る
と
、
水
温
を
更
に
高
め

る
危
険
が
あ
る
た
め
で
す
。

ド
イ
ツ
北
部
ニ
ー
ダ
ー
ザ

ク
セ
ン
州
当
局
も
25
日
、

同
州
の
グ
ロ
ー
ン
デ
原
発

を
26
日
に
停
止
す
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

水
泳
の
世
界
選
手
権
。

「
瀬
戸
大
也
選
手
は

２
０
０
㍍
、
４
０
０
㍍
の

個
人
メ
ド
レ
ー
で
２
冠
」

「
世
界
は
高
速
化
が
進
み

10
代
の
選
手
の
活
躍
が
目

立
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

台
風
６
号
。「
上
陸
後
す

ぐ
に
熱
帯
低
気
圧
に
な
っ

た
」「
隅
田
川
花
火
は
雨
が

心
配
さ
れ
て
い
た
が
実
施

さ
れ
た
」「
昭
和
記
念
公
園

の
花
火
は
翌
日
に
実
施
さ

れ
た
」「
台
風
８
号
が
発
生

し
た
」

次
回
発
行
は
８
月
19
日

で
す
。


